
武雄市立若木小学校（佐賀県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組内容】 自ら学びを進める児童の育成を目指したＩＣＴ利活用

これまでワークシート等で行ってきた単元計画や振り返り表を「学びのロードマップ」、「振り返りシート」として作成し、自ら学びを進めることができる環境づくりを行っ

た。「学びのロードマップ」は、単元の流れ、各自のルーブリック、各種教材へのリンク等を一元化したものである。「振り返りシート」は、個人ごとにシートを準備し、

時系列でめあてやまとめ、自己評価、振り返りを記述し履歴を残す仕組みになっている。また、「みんな」のシートは、各自が入力した内容が一覧で表示されるよ

うに作成し、他者の記入事項を参照することができるようにした。

左図中央は、単元計画をスゴロクのように示したもの

である。各マスに、該当授業の詳細（ルーブリック、

調べ学習に必要なサイトのリンク等）を配置した

シートを掲載している。

振り返りシートは、下左図のように個人の記録が学

級全員の一覧に反映される。単元終了後に個人の

シートを各児童が所有するファイルにコピーすることで、

年間を通した個人の記録を残すことができる。
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